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病院歯科、11年で２割減
低診療報酬や三次医療縮小が影響

　

病
院
歯
科
の
休
止
・
廃
止
が
後
を
絶
た
な
い
。
厚
労

省
の
医
療
施
設
調
査
で
は
、
２
０
１
０
年
の
一
般
病
院

に
お
け
る
「
歯
科
」
標
榜
件
数
は
１
０
８
４
件
で
、
00

年
の
１
３
２
９
件
か
ら
約
20
％
減
少
し
た
。
大
阪
府
で

は
、
同
時
期
に
87
件
か
ら
66
件
に
減
少
し
、
全
国
平
均

を
上
回
る
マ
イ
ナ
ス
25
％
に
達
し
た
。
こ
の
ま
ま
減
少

が
続
け
ば
、
歯
科
医
療
の
供
給
体
制
に
重
大
な
支
障
を

来
す
こ
と
に
な
る
。

不
採
算
部
門
を
閉
鎖

　

病
院
か
ら
歯
科
が
撤
退
す

る
背
景
の
一
つ
に
は
、
医
科

と
比
べ
て
低
過
ぎ
る
歯
科
の

診
療
報
酬
が
あ
る
。
病
院
歯

科
は
、
二
次
医
療
の
後
方
医

療
機
関
と
し
て
開
業
医
に
と

っ
て
不
可
欠
な
存
在
だ
。
し

か
し
、
外
科
手
術
や
合
併
症

へ
の
配
慮
、
安
全
管
理
な
ど

で
人
手
が
か
か
り
、
一
人
当

た
り
の
治
療
時
間
は
長
く
な

る
。
１
日
に
治
療
で
き
る
人

　

経
税
部
は
経
営
講
座
「
歯

科
医
院
に
お
け
る
持
続
的
発

展
の
要
件
」
を
10
月
14
日
、

保
険
医
会
館
で
開
き
、
25
人

が
参
加
し
た
。
日
本
経
済
が

停
滞
す
る
な
か
で
、
度
重
な

る
診
療
報
酬
の
改
悪
や
歯
科

医
院
数
の
増
加
、
２
０
１
４

年
か
ら
の
消
費
増
税
な
ど
、

医
院
経
営
が
さ
ら
に
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
５
人
に
一
人
が
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
歯
科
医
師
」
と
言
わ

れ
る
が
、
歯
科
医
院
を
ど
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か

に
つ
い
て
、
疋
田
英
司
税
理

数
は
限
ら
れ
、
病
院
勤
務
歯

科
医
の
負
担
は
大
き
い
。
し

か
も
、
赤
字
基
調
の
経
営
体

士
に
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。

　

疋
田
氏
は
、「
効
果
の
あ
る

投
資
」を
挙
げ
、診
療
所
周
囲

の
患
者
層
を
把
握
し
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
治
療
機
器

・
内
外
装
を
行
う
こ
と
を
強

調
。
例
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
や
、
子
ど
も
の

多
い
地
域
で
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
を
紹
介
し
、
地

域
に
愛
さ
れ
る
診
療
所
づ
く

り
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

次
に
、「
ス
タ
ッ
フ
の
労

働
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
」
と
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
が
笑
顔
で
患
者
さ
ん
と

接
す
る
こ
と
が
特
に
大
切
で

あ
り
、
そ
の
環
境
づ
く
り
を

行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
を
図
る
方
法
を

説
明
。
も
ち
ろ
ん
、
賃
金
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
と
付
け
加
え
た
。

　

「
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
」
で
は
、
患
者
さ

ん
の
満
足
度
が
低
い
の
は

「
治
療
期
間
の
説
明
」
と

「
治
療
費
の
説
明
」
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
て
親
切
に
説
明
す
る
こ
と

を
求
め
た
。
受
付
で
の
親
切

な
対
応
も
大
切
で
あ
る
。

　

「
歯
科
医
の
貯
蓄
は
意
外

と
少
な
い
傾
向
が
大
き
い
」

と
述
べ
、「
生
涯
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
立
て
る
」
こ
と

を
指
摘
し
た
。
子
ど
も
の
教

育
費
や
医
院
の
改
装
資
金
、

住
宅
購
入
資
金
な
ど
を
把
握

・
試
算
し
て
生
活
費
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
財

務
体
質
を
改
善
す
る
。
老
後

の
資
金
も
念
頭
に
置
い
て
お

く
こ
と
が
必
要
。

　

歯
科
医
院
経
営
と
は
、
税

務
・
会
計
だ
け
で
は
な
く
、歯

科
医
院
の
立
地
、
ス
タ
ッ
フ

と
の
人
間
関
係
、
患
者
さ
ん

と
の
信
頼
関
係
、
将
来
予
測

な
ど
、
様
ざ
ま
な
要
素
の
上

で
成
り
立
つ
。
頭
を
痛
め
て

い
る
開
業
医
の
方
が
ほ
と
ん

ど
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の

講
習
会
が
そ
の
答
え
を
導
く

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。

�

（
東
淀
川
区
・
金
山
敬
三
）

系
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
か
ら
の
小
泉

「
構
造
改
革
」
に
よ
る
社
会

保
障
費
削
減
路
線
は
、
病
院

全
体
の
経
営
悪
化
を
招
い

た
。
診
療
報
酬
減
や
医
師
・

看
護
師
不
足
で
不
採
算
部
門

の
小
児
科
や
産
科
を
休
止
・

閉
鎖
す
る
病
院
が
増
加
し
、

口
腔
外
科
も
廃
止
さ
れ
て
い

っ
た
。
さ
ら
に
、
救
急
医
療

の
中
核
を
担
う
公
的
病
院
そ

の
も
の
が
統
廃
合
な
ど
で
全

国
的
に
縮
小
さ
れ
、「
医
療
崩

壊
」
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

「
命
の
砦
」を
縮
小

　

大
阪
府
は
、
橋
下
徹
前
知

事
に
よ
る
「
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
」
で
①
千
里
救
急
セ

ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
廃
止
②

府
立
泉
州
救
急
セ
ン
タ
ー
の

移
管
・
統
合
③
府
立
中
河
内

救
急
セ
ン
タ
ー
の
運
営
見
直

し
―
―
を
打
ち
出
し
、
松
井

一
郎
現
知
事
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。「
命
の
砦
」
で
あ

る
三
次
救
急
医
療
の
大
幅
縮

小
は
、
二
次
救
急
ひ
い
て
は

二
次
医
療
圏
全
体
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
病
院
歯
科

の
さ
ら
な
る
減
少
を
招
く
こ

と
に
な
る
。

運
営
補
助
は
不
可
欠

　

病
院
の
歯
科
を
維
持
し
、

良
質
な
医
療
供
給
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
診
療
報

酬
の
改
善
は
も
と
よ
り
、
三

次
・
二
次
医
療
の
安
定
的
な

運
営
が
不
可
欠
だ
。
公
的
医

療
機
関
を
救
急
医
療
の
重
要

拠
点
と
位
置
付
け
、
不
採
算

で
あ
っ
て
も
歯
科
・
産
科
・

小
児
科
な
ど
の
運
営
に
必
要

な
財
政
的
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
は
府
の
行
政
責
任
で
あ

る
。

　

協
会
は
、
大
阪
府
の
「
財

政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
に
対

し
、11
月
末
ま
で「
第
三
次
救

急
医
療
の
充
実
を
求
め
る
」

署
名（
右
上
図
）に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
署
名
用
紙
が
必

要
な
方
は
、
事
務
局
（
℡
06

―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ス
・
06
―
６
５
６
８
―
０
５

６
４
▽
メ
ー
ル
・akira_

kn@doc-net.or.jp

【
締
め
切
り
】

　

12
月
７
日
（
金
）
必
着

【
注
意
事
項
】

　

編
集
の
都
合
上
、
原
稿
の

整
理
・
手
直
し
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
他
媒
体
と
の

二
重
投
稿
は
か
た
く
お
断
り

し
ま
す
。
ま
た
、
誹
謗
・
中

傷
の
内
容
を
含
む
場
合
は
、

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

新
聞
部
担
当
事
務
局
ま
で

（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７

３
１
）

つ
わ
る
風
景
・
人
物
写
真
や

家
族
写
真
な
ど
で
、
サ
ー
ビ

ス
版
以
上
四
つ
切
り
以
下
。

　

掲
載
者
に
は
、
薄
謝
を
進

呈
す
る
。

【
応
募
方
法
】

　

郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
（
写
真

除
く
）、
メ
ー
ル
で
新
聞
部

ま
で
。
原
稿
の
送
付
は
、
顔

写
真
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

▽
住
所
・
大
阪
市
浪
速
区

幸
町
１
―
２
―
33
▽
フ
ァ
ク

　

新
聞
部
は
、
機
関
紙
新
年

号
（
２
０
１
３
年
１
月
１
日

付
発
行
）
に
掲
載
す
る
会
員

の
原
稿
・
写
真
を
募
集
し
て

い
る
。

　

原
稿
の
テ
ー
マ
は
、
①
趣

味
②
日
常
臨
床
③
新
年
に
思

う
こ
と
④
エ
ッ
セ
イ
や
俳
句

⑤
旅
行
記
⑥
干
支
（
巳
）
に

関
す
る
こ
と
⑦
グ
ル
メ
紹
介

⑧
震
災
・
原
発
問
題
―
―
な

ど
。
７
０
０
字
以
内
。

　

写
真
は
、
新
年
や
冬
に
ま

「
救
急
」署
名
に
協
力
を

大阪府下の二次救急の医療機関数

※二次救急は通年制のみ
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大阪府の事業である第三次
救急医療（救命救急医療）の
充実を求める請願署名　　

〈請願項目〉
①�大阪府は第三次救急医療に責
任を持つこと

②�大阪府は救命救急医療への補
助金の廃止・削減を行わず拡
充すること。また、千里救命
救急センターへの補助金を復
活すること

③�大阪府は二次医療圏ごとに医
師・看護師確保の具体策を講
ずること

10・17
国
会
行
動 

要
請
議
員
一
覧

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
が
10
月

17
日
に
実
施
し
た
国
会
行
動
の
要
請
議
員
は
次
の

通
り
。（
要
請
内
容
は
11
月
５
日
付
に
掲
載
）

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

【
面
談
】

衆
院
〈
民
主
〉
辻
惠
、
樋
口
俊
一
〈
共
産
〉
宮
本

岳
志

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
民
主
〉
稲
見
哲
男
、
大
谷
信
盛
、
樽
床
伸

二
、
辻
元
清
美
、
中
川
治
、
中
野
寛
成
、
長
尾

敬
、
長
安
豊
、
平
野
博
文
、
藤
村
修
、
馬
淵
澄

夫
、
森
山
浩
行
、
吉
田
お
さ
む
〈
自
民
〉
竹
本
直

一
、
柳
本
卓
治
〈
第
一
〉
熊
谷
貞
俊
、
村
上
史
好

〈
公
明
〉
佐
藤
茂
樹
〈
共
産
〉
吉
井
英
勝
〈
社

民
〉
服
部
良
一
〈
維
新
〉
谷
畑
孝
〈
き
づ
な
〉
渡

辺
義
彦

参
院
〈
民
主
〉
梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、
藤
原
正
司

〈
自
民
〉
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
谷
川
秀
善
〈
公
明
〉

石
川
博
崇
、
白
浜
一
良
、
山
本
香
苗
〈
共
産
〉
山

下
芳
生�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新年号

経営講座

投
稿
を
募
集

持
続
的
発
展
の
要
件
を
解
説

12
月
７
日
締
め
切
り

疋
田
氏
　
効
果
あ
る
投
資
を
強
調

患者ニーズに合った医院づ
くりを呼びかける疋田英司
氏＝10月14日、保険医会館

第２回

11月25日
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